
鶉
糾鯨朦赫レ
ステムと

決
済
高
度
化
は
、
も
と
も
と

「大

口
決
済
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
始
ま

っ
た
。

大
口
決
済
シ
ス
テ
ム
と
は
、
銀
行
間

の
資
金
取
引
な
ど
、
金
融
市
場
に
お

け
る
大
国
資
金
の
決
済
を
中
心
に
取

り
扱
う
決
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
各

国
で
は
中
央
銀
行
が
そ
の
運
営
に
あ

た

っ
て
い
る
。
日
本
の

「
日
銀
ネ
ッ

ト
」
、
米
国
の

「
Ｆ
ｅ
ｄ
ｗ
ｉ
ｒ
ｅ
」
、

Ｅ

Ｕ

の

「
Ｔ

Ａ

Ｒ

Ｇ

Ｅ

Ｔ

２

」

な

ど

が
こ
れ
に
あ
た
る
。
１
９
８
０
年
代

に
は
、
こ
れ
ら
の
大
口
決
済
シ
ス
テ

ム
の
ほ
と
ん
ど
は
、
１
日
に
１
回
の

「ネ

ッ
ト
決
済
」
を
行
う

「時
点
ネ

ッ
ト
決
済
シ
ス
テ
ム
」
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
決
済
シ
ス
テ
ム
に
参
加
す

熙

ｕ

る
銀
行
の
間
で
、
お
互
い
の
支
払
い

と
受
取
り
の
差
額

（ネ
ッ
ト

・
ポ
ジ

シ
ョ
ン
）
を
算
出
し
、
そ
の
差
額
を

１
日
の
終
わ
り
に
支
払
う

（ま
た
は

受
け
取
る
）
と
い
う
仕
組
み
で
あ

っ

た

（図
表
１
）。

た
だ
、
時
点
決
済
シ
ス
テ
ム
は
、

「決
済
リ
ス
ク
」
に
つ
い
て
二
つ
の

脆
弱
性
を
有
し
て
い
た
。　
一
つ
は
、

１
日
の
最
後
に
最
終
的
な
決
済
が
行

わ
れ
る
ま
で
の
間
、
未
決
済
残
高
が

次
々
と
累
積
し
て
い
き
、
決
済
リ
ス

ク
が
１
日
の
最
後
ま
で
残

っ
て
し
ま

う
点
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
態
で
、

仮
に
最
終
的
に
当
日
の
負
け
ポ
ジ
シ

ョ
ン
が
支
払
え
な
い
と

い
う
銀
行

（デ
フ
オ
ル
ト
行
）
が
出
て
き
た
場

合
に
は
、
他
の
多
く
の
銀
行
が
資
金

を
受
け
取
れ
な
く
な
り
、
大
き
な
問

題
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

も

つゝ
一
つ
が
、
「
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク

・
リ
ス
ク
」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
あ
る
参
加
者

（銀
行
）
が
支
払

不
能
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
決
済
シ

ス
テ
ム
の
他
の
参
加
者
の
支
払
い
が

連
鎖
的
に
ス
ト
ツ
プ
し
、
こ
れ
が
金

融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
混
乱
に
波
及
す

る
リ
ス
ク
の
こ
と
で
あ
る
。
時
点
ネ

ッ
ト
決
済
で
は
、
あ
る
銀
行
が
決
済

不
能
と
な

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
銀

行
を
除
い
て
差
額
の
計
算
を
や
り
直

す

「
組
戻
し
」
（
ア
ン
ワ
イ
ン
デ
イ

ン
グ
）
と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
、
こ

れ
を
通
じ
て
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク

・
リ
ス

ク
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が
あ
る
。

金
融
取
引
の
拡
大
と
と
も
に
決
済

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
増
大
し
、
そ
れ
に
つ

れ
て
決
済
リ
ス
ク
が
膨
張
す
る
中
で
、

一麗
澤
大
学

経
済
学
部
　
教
授

中
島

真
志

大
口
決
済
シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
中

央
銀
行
で
は
、
こ
う
し
た
時
点
決
済

シ
ス
テ
ム
の
リ
ス
ク
面
の
脆
弱
性
に

危
機
感
を
募
ら
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

靱

卸

脚

∝

郁

影

ス

テ

ム

こ
う
し
た
中
で
、
中
央
銀
行
が
目

を
付
け
た
の
が

「
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ

（”
の
ユ
ｉ

日
い日
①
の
ヽ
ｏ
∽∽
∽
①一一Ｆ
ヨ
①ｓ
Ｃ
」
と

い

う
決
済
方
法
で
あ

っ
た
。
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
は
、
個
々
の
支
払
い
指
図

を
１
件
ご
と
に
グ
ロ
ス
で
決
済
し
、

そ
の
場
で
フ
ア
イ
ナ
ル
な
も
の
と
し

て
い
く
仕
組
み
で
あ
る

（図
表
２
）
。

こ
の
た
め
、
日
中
に
未
決
済
残
高
が

積
み
上
が
る
こ
と
は
な
く
、
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク

・
リ
ス
ク
も
発
生
し
な
い
。

つ
ま
り
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
は
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「決
済
リ
ス
ク
に
強
い
」
と
い
う
性

格
を
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
決
済

リ
ス
ク
面
の
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、
Ｒ
Ｔ

Ｇ
Ｓ
を
採
用
す
る
中
央
銀
行
は
徐
々

に
増
え
て
い
き
、
「
決
済
シ
ス
テ
ム

の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
」
が
世
界
的
に
進
展

し
て
い
っ
た
。

Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
の
動
き
は
、

８０
年
代

後
半
か
ら
見
ら
れ
て
い
た
が

（
ス
ウ

エ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
）
、

こ
れ
が

一
気
に
進
ん
だ
の
は
９０
年
代

後
半
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
意
外
な

こ
と
に
Ｅ
Ｕ
の
通
貨
統
合
が
深
く
関

係
し
て
い
る
。
当
時
、
単

一
通
貨

「
ユ
ー
ロ
」
の
導
入
に
あ
た

っ
て
、

通
貨
ご
と
に
作
ら
れ
て
い
た
各
国
の

決
済
シ
ス
テ
ム

（独
の
決
済
シ
ス
テ

ム
と
仏
の
決
済
シ
ス
テ
ム
な
ど
）
を

相
互
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
必
要
と
な

っ

た
。
ユ
ー
ロ
の
金
融
市
場
を

一
体
的

．一一一一一一一一一一一一一．一一一一一一・一一一一．．一一一．．一一・●
一●
一
一

に
運
営
す
る
た
め
に
は
、
例
え
ば
イ

タ
リ
ア
の
銀
行
と
ス
ペ
イ
ン
の
銀
行

が
国
境
を
越
え
て
円
滑
に
ユ
ー
ロ
の

資
金
を
や
り
取
り
で
き
る
よ
う
に
す

る
必
要
性
が
あ

っ
た
。

そ

の
た

め

に
作

ら

れ

た

の
が
、

「
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
」
と

い
う
決
済

シ

ス
テ
ム
で
あ

る
。

こ
の
シ

ス
テ
ム
を

導
入
す
る
際
に
、　
一
方
が
即
時
に
グ

ロ
ス
決
済
を
行
う
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
で
、
他
方
が
１
日
の
終
わ
り
に
ネ

ッ
ト
決
済
を
行
う
時
点
ネ

ッ
ト
決
済

シ
ス
テ
ム
と
い
う
状
態
で
は
、
両
者

を

つ
な
い
で
決
済
を
行
う
こ
と
は
原

理
的
に
不
可
能
だ
。
こ
の
た
め
、
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
に
接
続
す
る
に
は

「
Ｒ

Ｔ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
」
が

必
須
条
件
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
Ｒ

Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
義
務
化
を
受
け
、
ユ
ー
ロ

の
導
入

（９９
年
）
を
控
え
た
９６
～
９７

年
ご
ろ
に
、
Ｅ
Ｕ
で
は

一
斉
に
決
済

シ
ス
テ
ム
が
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
さ
れ
た
。

講
ダグ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
と

ぇだ
し
て
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
も
、

９０
年

代
半
ば
か
ら
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化

の
動
き
が

広
が
り
、
韓
国
、
タ
イ
、
香
港
、
一象

州
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
な
ど
で
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

が
次
々
と
導
入
さ
れ
た
。
日
本
で
も
、

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、
２
０
０
１

年
に

「
日
銀
ネ

ッ
ト

の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ

化
」
が
行
わ
れ
た
。
日
銀
ネ

ッ
ト
は
、

も
と
も
と
時
点
ネ

ッ
ト
決
済
の
モ
ー

ド
と
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
モ
ー
ド
と
い
う
二
つ

の
機
能
を
有
し
て
い
た
が
、
実
際
に

は
ほ
と
ん
ど
が
時
点
ネ

ッ
ト
決
済
の

モ
ー
ド
で
決
済
が
行
わ
れ
て
お
り
、

事
実
上
、
時
点
ネ

ッ
ト
決
済
シ
ス
テ

ム
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
日
本
銀
行
で
は
時
点
ネ

ッ
ト
決

済
の
モ
ー
ド
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、

日
銀
ネ

ッ
ト
を
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
し
た
。

そ
の
後
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
は
、

東
欧
、
中
南
米
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ

な
ど
に
も
広
が
り
を
見
せ
た
。
こ
う

し
た
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
広
が
り

に
は
、
国
際
決
済
銀
行
が

「
Ｒ
Ｔ
Ｇ

Ｓ
レ
ポ
ー
ト
」
（
１
９
９
７
年
）
を

出
し
て
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
メ

リ
ッ
ト
を
訴
え
、
利
用
拡
大
を
促
し

た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

世
界
銀
行
の
調
査
に
よ
る
と
、
す

で
に
世
界
の
約
９
割
の
国
に
お
い
て
、

Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。
大
口
決
済
シ
ス
テ
ム
を
Ｒ
Ｔ

Ｇ
Ｓ
化
し
て
運
営
す
る
こ
と
は
、
今

や
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

な

っ
て
い
る
。

占
〔

の
時

日
終

１
最

―ヽ

ン
Ｊ

時点ネット決済システムの仕組み

中央銀行

盆
晰

RTGSシ ステムの仕組み

中央銀行

血
断

澁 瞬)

〔図表 1〕

〔図表2〕

血
A行

n支

払指図
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